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銀河の中心に存在する巨大ブラックホール
から放出される膨大なエネルギーによっ
て、銀河風（銀河外部に向けて大規模にガ
スが噴き出す現象）が吹き荒れ、星の材料
である星間物質が吹き飛ばされる様子の想
像図。131 億年前に存在した銀河を、国
立天文台 泉拓磨氏ら国際研究チームがア
ルマ望遠鏡により観測し、銀河に吹き荒れ
る巨大ブラックホールの嵐を発見しました

（2021 年）。これにより、ブラックホー
ルの活動が銀河の成長に大きな影響を与え
ることが明らかにされ、銀河とブラック
ホールが互いに影響し合いながら進化して
きたことが示されました。
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見えないブラックホールはどうやって観測するのでしょうか？

ブラックホール（黒い穴）の周辺に存在するガスや塵が放つ電磁波を捉えて観測します。ブラックホー
ルは、その名の通り光さえも逃げ出すことができない天体です。物体が天体の重力を振り切って脱
出するための速さを脱出速度といいます。脱出速度が光の速度（およそ秒速30万 km）より大きい天
体では、光を発しても光は重力で引き戻されてしまいます。ブラックホールは、すべての質量が密
度無限大の「特異点（シンギュラリティ）」という領域に押し込められ、周りの時空間は大きくゆが
んでいます。光さえも脱出できないブラックホールを直接見ることはできませんが、その強い重力に
引き寄せられたガスなどの物質は、抜け出せなくなる境界（事象の地平線）の外側で、周囲を回る「降
着円盤」を形成し、そこから光（電磁波）が放たれるため、それを背景に暗いブラックホールを観
測することができます。さらにブラックホールは物質（ガスや塵）を吸い込むだけでなく、その一部
を両極方向に「ジェット」として噴き出しながら強い電波を発しており、この電波がブラックホール
の存在を知る手掛かりになります。
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▲ブラックホールイメージ図　©NASA/JPL-Caltech
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